
 暦の上では2月4日が立春です。気温はまだ低いままですが、日

に日に少しずつ太陽が照らす時間が長くなります。2月上旬には

冬至にくらべて1時間くらい日中の時間が長くなり、様々な生き

ものたちの行動にも春への準備が見られるようになります。 

 今回のてがたんでは、冬越しする植物の暮らしや鳥たちの行動

の中に、”光の春”を探してみましょう。 

  

▲市民農園の畑脇の草地の地上に生育する植物。セイヨウタンポポ、
ホトケノザ、チチコグサモドキなどが地上に張り付くように冬越し
しています。 



植物の冬の過ごし方 

霜による凍結や雪による枝葉の折れなど、植物の体にダメージを与
える気象条件になる冬は、植物にとっては厳しい季節です。冬を乗
り切るために、植物はどのような方法で身を守っているのでしょう
か？ 

いろいろなロゼット 

ヒサカキなどの常緑樹は、分厚
い葉を持つことで、冬の乾燥や
霜にも耐えることができます。
常緑の樹は雪の重みで枝が折れ
てしまうので、雪の多い地域に
はあまり生育できません。 

地上の茎や葉などの植物体は枯
れてしまっても、地下の根は生
きている種もいます。左のカラ
スウリは、枯れた茎をたぐって
掘り出すと、栄養をためこんだ
太い塊根（かいこん）が出てき
ました。 

発芽した年に枯れてしまう一年
生の草の多くは、秋に作った種
子の状態で越冬します。多くの
植物の種子は、乾燥などの厳し
い環境にも耐えられ、環境条件
が整ったときに発芽できるよう
にプログラムされています。 

ヒサカキ 

カラスウリ 

キンエノコロ 

地上で葉や茎を残して越冬する植物のうち、地表に葉を平らに並べ
た状態になったものをロゼットといいます。ロゼットには、タンポ
ポやオオバコの仲間のように、終生ずっとロゼット葉しか出さない
ものと、ハルジオンやチチコグサモドキのように、冬だけロゼット
になるものがいます。ともに、地表に張り付くことで、日光からよ
り効率よく熱を受けられると考えられています。 
 

ハルジオン 

チチコグサモドキ 

オニタビラコ 

タネツケバナ 

セイヨウタンポポ 

アメリカフウロ 


